



































































塚原　丘美 1 ，2 ）　　大園　梨奈 1 ）　　国枝　里佳子 1 ） 
鈴木　萌絵 1 ）　　前田　珠玖 1 ）　　渡邉　菜月 1 ）　　石川　洋子 2 ） 











































































































層分けした結果、J 群10名、A 群 8 名および B
群 2 名であり、C 群は 0 名であった（表 1 ）。
2 ．	J 群の属性（基本特性、食生活調査および
栄養素等摂取量）
　平均年齢82.4±7.5歳（男性 7 名、女性 3 名）、
BMI 22.7±2.3kg/m2、MNA-SF 12.4±1.6点 お
よび SNAQ-J 13.9±2.1点であった。BMI にお








に該当した者は同一ではなかった（図 1 a, c）。
　食生活調査票の回収とともに聞き取り調査を
行った結果、配食サービスは平均週4.1回利用し
ており、 1 日の食事回数は 1 回が 1 名、 2 回が
0 名、 3 回が 9 名であった（図 2 a）。配食弁当
を全量摂取しているが 7 名、 2 回に分けて食べ
資料 1．障害高齢者の日常生活自立度（寝たきり度）
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ているが 3 名であった（図 2 b）。食欲は、ほと
んどないが 1 名、あまりないが 2 名、普通が 4
名、あるが 2 名、とてもあるが 1 名であった（図
2 c）。半年で 2 ，3 kg の体重減少ありが 2 名、
なしが 6 名であった（図 2 d）。この 3 か月で何
らかの理由で食事量の減少ありが 2 名、なしが
8 名であった（図 2 e）。日常生活に歩行または
同等の身体活動を 1 日 1 時間以上実施している
が 4 名、していないが 6 名であった（図 2 f）。
買い物に行く方法は、徒歩が 2 名、自家用車が
4 名、行かないが 2 名、その他（ヘルパーまた
は子どもと行く）が 2 名であった（図 2 g）。自
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分は健康だと思うが 3 名、思わないが 3 名、ど
ちらでもないが 3 名、不明が 1 名であった（図
2 h）。












　平均年齢87.8±5.1歳（男性 3 名、女性 5 名）、
BMI 19.2±3.3kg/m2、MNA-SF 11.1±1.7点およ
び SNAQ-J 14.6±0.7点であった。BMI において














（図 1 b, d）。
　食生活調査票の回収とともに聞き取り調査を
行った結果、配食サービスは平均週5.5回利用し
ており、 1 日の食事回数は 1 回が 0 名、 2 回が
1 名、 3 回が 7 名であった（図 2 a）。配食弁当
を全量摂取しているが 4 名、 2 回に分けて食べ
ているが 3 名、 3 回以上に分けて食べているが
1 名であった（図 2 b）。食欲は、ほとんどない
が 0 名、あまりないが 0 名、普通が 6 名、ある
が 2 名、とてもあるが 0 名であった（図 2 c）。
半年で 2 ，3 kg の体重減少ありが 1 名、なしが
7 名であった（図 2 d）。この 3 か月で何らか
の理由で食事量の減少ありが 1 名、なしが 7 名
であった（図 2 e）。日常生活に歩行または同等
の身体活動を 1 日 1 時間以上実施しているが 1
名、していないが 7 名であった（図 2 f）。買い
物に行く方法は、徒歩が 0 名、自家用車が 0 名、
行かないが 5 名、その他（ヘルパーまたは子ど
もと共に行く）が 3 名であった（図 2 g）。自分
は健康だと思うが 4 名、思わないが 1 名、どち
らでもないが 3 名であった（図 2 h）。











　B 群は 2 名であり、それぞれ年齢は88歳およ
び100歳、BMI は18.4kg/m2および17.8kg/m2、

























るが 1 名、 2 回に分けて食べているが 1 名で
あった。食欲は、普通が 1 名、とてもあるが 1
名であった。半年で 2 ，3 kg の体重減少や食事
量の減少もみられなかった。日常生活に歩行ま
たは同等の身体活動を 1 日 1 時間以上実施して




















































MNA-SF と SNAQ-J だけではなく、多方面から
評価しなければならないと考えられる。
　食生活調査を行った結果、 1 つの配食弁当を












































　さらに、食生活調査票の「半年で 2 ，3 kg の
体重減少がありましたか」の項目において、あ
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